
　　地中に残された杭の撤去方法として、杭を引き抜く場合もあるが、残置する場合もあります。

バックホウで切断撤去施工可能な深さなら良いですが、バックホウでの施工が困難な
深さになる場合があります。

そこで、考えられたのが、『スーパーパイルカット工法』である。

この工法は　ケーシング先端付近に装備された　爪（2箇所）が　
ケーシング内部へ　可動することにより、ケーシングの回転と同時に
杭を規定の深さで回転切断し、切断された上杭がケーシング内部に内包され、
地中に残すことなく　撤去する工法である。
（ちなみに鋼管杭も切断撤去可能）

（施工詳細図）（施工詳細図）（施工詳細図）（施工詳細図）

1.杭が地中にあります 2.ケーシングを全周回転させながら、

　杭外周を縁切りしていきます 3.ケーシング.内部へ可動する爪が

　規定深さまで到達したら回転を止めます 　2箇所有ります

4.油圧で爪をケーシング内部へ可動させ、 5.ケーシングを回転させながら 6.切断された上杭を内包し、

　杭切断部を　挟み込みます 　爪で杭を回転切断します 　ケーシングを引上げ、杭撤去完了

ス ー パ ー パイルカット工 法 に つ い て

残置の場合に際し、杭頭を規定の深さで切断撤去する場合があります。

GL-3.0ｍの位置で
切断するとします
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